
のん
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
記
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東
京
・
池
袋
駅
か
ら
歩
い
て
ほ
ん
の
数
分
、

賑
や
か
な
街
並
み
を
抜
け
た
先
の
住
宅
街
に
、

ふ
と
現
れ
る
ベ
ー
ジ
ュ
の
外
壁
と
幾
何
学
模

様
の
窓
。
思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
う
美
し

い
建
物
が
、「
自
由
学
園
明
日
館
」で
す
。

　
１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
と
も
に
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻

に
よ
っ
て
女
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
初
の
女
性
新
聞
記
者

と
い
わ
れ
る
も
と
子
氏

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

女
子
教
育
に
必
要
な
こ
と

は
、
知
識
の
詰
め
込
み
で

は
な
く
、
物
事
の
本
質
を

見
極
め
自
ら
学
ぶ
力
を
つ

け
さ
せ
る
こ
と
、
と
同
学

園
を
創
立
。「
生
活
そ
の

も
の
が
学
び
で
あ
る
」と

の
信
念
の
も
と
、
食
事
の

支
度
や
掃
除
な
ど
も
生
徒

自
身
が
行
い
ま
し
た
。

　
校
舎
の
設
計
は
、
近
代
建
築
の
巨
匠
、
フ

ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
。
帝
国
ホ
テ
ル

の
設
計
の
た
め
に
来
日
し
て
い
た
ラ
イ
ト
氏

は
、
弟
子
の
遠
藤
新
氏
の
紹
介
で
羽
仁
夫
妻

に
出
会
い
、
そ
の
教
育
方
針
に
共
感
し
て
設

計
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
浮
世
絵
の
収
集
家

と
し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
文
化
や
建
築
様
式

に
深
く
興
味
を
寄
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ラ

イ
ト
氏
は
、「
プ
レ
ー
リ
ー
ス
タ
イ
ル
」と
い

わ
れ
る
、
独
自
の
建
築
様
式
を
確
立
。
草
原

（
プ
レ
ー
リ
ー
）の
よ
う
に
水
平
線
を
強
調
し

た
低
く
横
に
伸
び
る
デ
ザ
イ
ン
が
魅
力
で
、

明
日
館
の
校
舎
も
ラ
イ
ト
建
築
な
ら
で
は
の

特
長
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
外
観
か
ら
は
平
屋
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
内
部
は
な
ん
と
３
層
構
造
。
炊
事

場
、
食
堂
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
階
層
を
分
け
、

つ
な
が
っ
た
空
間
に
段
差
で
ア
ク
セ
ン
ト
を

つ
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
が
自
然
と

仕
切
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
自
由
学
園
は
そ
の
後
、
生
徒
数
の
増
加
に

よ
り
移
転
し
ま
す
が
、
旧
校
舎
は
明
日
館
と

名
付
け
ら
れ
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
、
老
朽
化

に
よ
る
取
り
壊
し
の
可
能
性
な
ど
の
危
機
を

耐
え
抜
き
、
１
９
９
７（
平
成
7
）年
に
は
国

の
重
要
文
化
財
に
。
約
３
年
に
わ
た
る
修
理
・

復
原
を
経
て
、現
在
は
使
い
な
が
ら
保
存
す
る

「
動
態
保
存
」の
モ
デ
ル
と
し
て
運
営
さ
れ
て

お
り
、
内
部
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
様
々
な

講
座
の
開
催
、
結
婚
式
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

会
場
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
で
ラ
イ
ト
建
築
が
現
存
し
て
い
る
の

は
、
明
日
館
を
含
め
て
4
カ
所
の
み
。
新
時

代
の
自
由
な
教
育
を
目
指
し
た
羽
仁
夫
妻
に

も
想
い
を
馳
せ
、
静
か
で
豊
か
な
時
間
を
過

ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▪自由学園明日館　東京都豊島区西池袋2-31-3
　 TEL：03-3971-7535／FAX：03-3971-2570／メール：myonichi@jiyu.jp／URL：https://jiyu.jp/
　※アクセスなどの詳細は2頁をご覧ください。

新時代の女子教育への情熱が宿る
「自由学園明

みょう
日
に ち
館」

女学校当時は毎朝礼拝が
行われていた、幾何学模
様の窓が美しいホール

ライト氏自らデザインした
照明が印象的な「食堂」

喫茶付見学（1,000円）で
は食堂で飲み物・焼き菓
子をいただくことも

は え ぬ きは え ぬ き ど 真 ん 中ど 真 ん 中

わ た し の 青 い 鳥
にまつわる思い出を二つ。
冬の木枯らしが吹く駅のバス停で、震えなが

らバスの到着を待っていた時のこと。私の前に並ん
でいた年長さんと年少さんと思しき二人姉妹とお母
さんの会話が聞こえてきた。
　「ママ、おなかすいた～」
　「今日は、お昼食べた後におやつのビスケットがな
かったのよね」
　「だから、おなかがすいちゃった」
　「ごめんね。今日はコンビニに寄らないで急いで
お迎えに行ったから、おやつは買えなかったの」
　「おにぎりが食べたいな。ママの手からおにぎり
が出てくるといいのにな」
　「ママは魔法が使えないので出せません。家に帰っ
たらすぐご飯をつくるから。もう少し我慢してね」
　それから二人は、バスが来るまで静かに待ってい
た。子どもの夢のある発想と、それを受けとめて返
事をしたお母さん。家族で夕食を食べる姿を思い浮
かべ、心がほっこり温かくなった。
　もう一つは、駅で始発を待つ数分間のこと。３両
目の一番左側のドア前に並んでいた私は、毎朝同じ
人と会うようになった。「おはようございます」と挨
拶を交わしてから、名前も知らぬ女性との会話を楽
しむようになった。私が病気
で数ヵ月会えなかったときは、
とても心配してくださり、な
んとお嬢さんも同じ病気をし
たが、今は元気に過ごしてい
るからあなたも大丈夫よ、と
励ましてくれた。
　ご主人を十数年前に亡く
し、一人暮らしをしているこ
と。お墓は近い方がよいと、
駅前の納骨タワーに収めたこ

と。お正月には娘一家が、おばあちゃんの煮物が食
べたいと訪れること……など、様々な家庭情報を教
えてくれた。私も同じく娘や犬のこと、リタイアした
主人の愚痴などを話した。
　この朝の会話がルーティーンとなって６年あまり。
　「１月で仕事をやめることにしたの。毎朝４時起き
だったから、これからはゆっくり朝寝坊できるわ」と
別れを告げられた。感謝の気持ちを伝えるために、
１月最後の日にプレゼントを用意して行ったが、会
えなかった。それ以来、残念ながら会えずにいる。
せめて名前をお聞きして、LINEでも交換していれ
ば。お元気にお過ごしだろうか。
　見知らぬ人との出会いが、心をあたため、一日を
楽しいものにしてくれた。まるで、私の大好きだっ
たメーテルリンクの「青い鳥」のようだ。
　なんだ、あれが僕たちの探している青い鳥なん
だ。僕たちはずいぶん遠くまで探しに行ったけど、
本当はいつもここにいたんだ。
　チルチル、ミチルの兄妹が幸せの青い鳥を探しに
いった童話で、「幸せはどこか遠くにあるのではなく、
自分の身近にある」ということに気づくというもの。
まさに、駅での二つの出会いは、私にささやかな幸
せをもたらしてくれた。

駅
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